
２　個別事業評価調書

事業期間

総事業費 7,906 本年度事業費 7,906 交付金交付額 3,953

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)

　本施設は本町の観光拠点の一つとして非常に重要な意味を持っているが、その施設の利用者の間口を広げ
快適性を高めることは、今後の観光施策にとって大きな利点となる。

　本事業により、町民の健康づくりの場の提供や観光施設利用に付随する公共サービスや観光施設を介して
発生する各種民間サービスの提供を図ることができ、本施設を中心としたリピート性の高い安定した観光地づく
りを図ることができる。

　利用者を健常者だけに限定することなく、ハンディキャップのある方でも快適に利用できる施設とすることは、
バリアフリー化が進展している現代において当然希求されている。

　温泉汲み上げ用ポンプは過酷な条件下で使用しているため劣化が早く、故障時に速やかに交換できるよう予
備のポンプを備えておかなければならない。これは施設をポンプ停止による施設休業等の悪影響を避けるため
にも必須である。

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。
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団体名：与謝野町

クアハウス岩滝整備事業

　本施設は、温泉利用型健康増進施設として平成５年にオープンして以来、多くの方に好評を博しているが、足
の不自由な方でもさらに満足していただけるようプール階段に昇降機を設置する。
　また、温泉汲み上げ用ポンプの劣化による万一の故障に速やかに対処すべく予備ポンプを併せて整備する。

＜内容＞
　プール階段昇降機設置
　温泉用深井戸用水中モーターポンプ購入
　軽自動車購入

平成19年度

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性


